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生涯学習だより
安中市教育委員会

“マナビー”

No.172

松

教室「講師（敬称略）」
手芸教室
「中山光枝」

書道教室
「増田文子」

舞踊教室
「粕川ヒロ子（大多摩流）」

生花教室
「仲百美子（池坊）」

毎月第1、第3月曜日
午前9時30分～

毎月第1、第3月曜日
午後1時30分～

毎月第1、第3木曜日
午後2時～

毎月第2、第4火曜日
午前9時30分～

実施日

※新型コロナウイルス感染症の状況により、中止となる場合があります。
募集人数▶各教室とも25人　　受講費用▶無料（材料費などは除く）
受付期間▶4月5日（月）～12日（月）午前8時30分～午後5時15分（土・日曜日を除く）
開講日時▶新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開講日時は未定ですが、決まり次第、受講申込者にご連
絡します。
申込み・問合せ▶　生涯学習課生涯学習係（☎内線2246）

第一中学校
憧れは　人に優しく　できる人　　一年　雄谷　夏帆

いじめはね　止めないあなたも　共犯者

　　　　　　　　　　　　　　　　一年　中曽根聖己

十人十色　あなたと私の違う色

　　　混ぜ合わせたらどんな色？　一年　眞下　蒼唯

もうやめて　相手のメンタル　もう0よ

　　　　　　　　　　　　　　　　一年　田中　颯人

第二中学校
違いじゃない　みんなが持ってる　良い個性

　　　　　　　　　　　　　　　　一年　髙橋　ゆう

思いやり　みんなに届ける　プレゼント

　　　　　　　　　　　　　　　　一年　田島　廣乃

あなたの優しい一言が　未来を変える第一歩

　　　　　　　　　　　　　　　　一年　立石　真愛

松井田東中学校
人の価値　違いがあるから　価値がつく

　　　　　　　　　　　　　　　　一年　宇佐美穂高

考えよう　一人一人の　大切さ　　一年　永山　楓夏

認め合おう　君の個性と　僕の個性

　　　　　　　　　　　　　　　　一年　坂田　悠樹

あたたかい　君の言葉が　誰かを救う

　　　　　　　　　　　　　　　　一年　黛　　春陽

松井田南中学校
もうやめよう　見て見ぬふりも　最低だ

　　　　　　　　　　　　　　　　一年　飯野　楽来

思いやり　皆の心に　花が咲く

　　　　　　　　　　　　　　　　一年　鈴木　柚風

大切に　自分の友だち　おもいやり

　　　　　　　　　　　　　　　　一年　花川　　匡

言う前に　相手の気持ち考える　それが大人の第一歩

　　　　　　　　　　　　　　　　一年　五明　奏那

松井田北中学校
助け合おう　相手の気持ちを　考えて

　　　　　　　　　　　　　　　　一年　武井　春菜

お互いの　個性や考え　認めよう

　　　　　　　　　　　　　　　　一年　萩原　加奈

八城集会所（松井田町八城441）

教室「講師（敬称略）」
手芸教室
「中山光枝」

書道教室
「増田文子」

舞踊教室
「君波道子（西川流）」

詩吟教室
「藤巻明子」

毎月第2、第4月曜日
午前9時30分～

毎月第2、第4月曜日
午後1時30分～

毎月第1、第3水曜日
午後3時～

毎月第1、第3火曜日
午後1時30分～

実施日

下増田集会所（松井田町下増田2056－7）

集会所実施事業受講生募集

令和元年度人権作品集「おもいやり」標語

安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

☆
1
回
だ
け
の
つ
も
り
で
申
し
込
ん
だ
が
、
定
期
購
入
に
な
っ
て
い
た

と
い
う
相
談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

☆
通
信
販
売
の
返
品
や
解
約
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
事
業
者
の
規

定
に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

☆
詳
細
な
契
約
内
容
は
、「
特
別
価
格
」
、「
初
回
無
料
」
、「
お
試
し
」

な
ど
の
目
立
つ
表
示
と
離
れ
た
場
所
に
表
示
さ
れ
て
い
た
り
、
小
さ

い
字
で
書
か
れ
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
画
面
の
隅
々
ま

で
見
る
な
ど
注
意
が
必
要
で
す
。

☆
「
解
約
の
申
し
出
は
次
回
発
送
日
の
○
日
前
ま
で
」
、「
最
低
〇
回

分
の
購
入
が
条
件
」
な
ど
と
解
約
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
も

多
く
あ
り
ま
す
。
注
文
す
る
際
に
は
、
解
約
条
件
な
ど
の
契
約
内
容

を
し
っ
か
り
と
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

資
料
提
供
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

【
事
例
】

　
ネ
ッ
ト
の
広
告
を
見
て
、
特
別
価
格
約
3
千
円

の
美
容
液
を
購
入
し
た
。
肌
に
合
わ
ず
、
使
用
を

や
め
て
い
た
が
、
商
品
が
再
び
届
き
、
定
期
購
入

だ
と
初
め
て
気
づ
い
た
。
す
ぐ
に
事
業
者
に
解
約

と
返
品
を
申
し
出
た
が
、
「
発
送
日
の
10
日
前
ま

で
に
申
し
出
な
い
と
対
応
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ

た
。
2
回
目
の
商
品
は
1
万
円
以
上
で
と
て
も
高

い
。
申
し
込
み
時
に
は
、
定
期
購
入
だ
と
わ
か
ら

な
か
っ
た
。
ど
う
に
か
な
ら
な
い
か
。

販
売
サ
イ
ト
で
契
約
内
容
を
よ
く
確
認
！

定
期
購
入
ト
ラ
ブ
ル

問合せ▶　地域創造課市民協働係（☎内線1027）本

第121回

　
平
成
11
年
6
月
23
日
に
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
が
制
定
さ
れ
、
す
で
に
21
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
『
男
女
共
同
参
画
』
と
い
う
言
葉
自
体
は
社

会
の
中
に
浸
透
し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

報
道
に
よ
る
と
、
い
ま
だ
に
多
く
の
分
野
に
お
け

る
女
性
の
参
画
が
遅
れ
て
お
り
、
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
の
中
で
政
府
が
設
定
し
て
い
る
目
標
値

に
達
成
し
て
い
な
い
指
標
も
多
い
と
の
こ
と
。
法

制
度
面
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
男

女
共
同
参
画
社
会

－

男
女
が
、
社
会
の
対
等
な
構

成
員
と
し
て
、
自
ら
の
意
志
に
よ
っ
て
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が

確
保
さ
れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政
治
的
、
経

済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利
益
を
享
受
す
る
こ

と
が
で
き
、
か
つ
、
共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会

－

の
実
現
に
至
る
ま
で
の
道
の
り
は
、
ま
だ
遠
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
少
し
ず
つ
、
男
女

共
同
参
画
へ
の
意
識
は
高
く
な
り
、
社
会
は
変
化

し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
個
人
の
持
つ
価
値

観
や
、
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
を
変
え
る
こ

と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま

で
に
行
わ
れ
て
き
た
地
域
や
職
場
に
お
け
る
様
々

な
取
組
み
や
、
学
校
教
育
に
よ
る
成
果
が
徐
々
に

現
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
目
的
地

ま
で
は
ま
だ
遠
く
て
も
、
確
実
に
一
歩
一
歩
前
に

進
ん
で
い
け
ば
近
づ
い
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
は

ず
で
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、
少
子
高
齢
化

の
進
展
や
人
口
減
少
な
ど
に
よ
る
社
会
経
済
状
況

の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
の
緊
要
な
課
題
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
た
め
だ
け
で
は
な

く
、
一
人
ひ
と
り
が
持
っ
て
い
る
個
性
や
能
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
、
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
社
会
に
し
て
い
く
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら

も
継
続
的
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
回
の
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
の
原
稿

依
頼
を
受
け
、
締
切
日
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
職

場
の
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
の
2
月
17
日
に
「
男
女
共

同
参
画 

原
稿
〆
切
」
と
書
き
込
み
な
が
ら
、
男
女

共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
制
定
当
初
に
、
„
共
同
“

を
„
協
働
“
と
間
違
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
い

出
し
ま
し
た
。
„
協
働
“
と
い
う
言
葉
も
ま
た
、

今
で
は
広
く
浸
透
し
、
社
会
に
欠
か
せ
な
い
要
素

と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
安
中
市
男
女
共
同

参
画
計
画（
第
3
次
）の
中
で
も
度
々
使
わ
れ
て
お

り
、
『
基
本
目
標
Ⅴ
：
男
女
共
同
参
画
推
進
の
体

制
づ
く
り
』
で
は
、
市
民
・
団
体
・
企
業
・
行
政

が
協
働
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
男
女
共

同
参
画
を
理
解
し
、
総
合
的
・
計
画
的
に
施
策
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
体
制
を
確
立
す
る
、

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
改
め
て
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
協
働
の
重
要
性
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。

21
年
が
過
ぎ
て
思
う
こ
と

　安
中
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　野
口

　晴
美

ゼロ


